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№№№№0000000000003333. . . . アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションにににに、、、、スワップファイルスワップファイルスワップファイルスワップファイルをををを使用使用使用使用させないさせないさせないさせない設定設定設定設定にするにするにするにする。。。。    

 

《《《《ハードディスクハードディスクハードディスクハードディスクへのへのへのへのスワップスワップスワップスワップをををを止止止止めるとめるとめるとめると、、、、アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションがががが高速高速高速高速にににに動作動作動作動作しますしますしますします。。。。》》》》 

【【【【設定手順設定手順設定手順設定手順】】】】    

1. 〔〔〔〔スタートスタートスタートスタート〕〕〕〕ボタンボタンボタンボタンから、〔〔〔〔ファイルファイルファイルファイル名名名名をををを指定指定指定指定してしてしてして実行実行実行実行((((RRRR))))〕〕〕〕を開く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 〔〔〔〔ファイルファイルファイルファイル名名名名をををを指定指定指定指定してしてしてして実行実行実行実行〕〕〕〕の〔〔〔〔名前名前名前名前((((OOOO):):):):〕〕〕〕コンボボックスコンボボックスコンボボックスコンボボックスに「regeditregeditregeditregedit」と入力

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さらに、〔〔〔〔    OKOKOKOK    〕〕〕〕ボタンボタンボタンボタンをクリックする。 
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3. 〔〔〔〔レジストリエディタレジストリエディタレジストリエディタレジストリエディタ〕〕〕〕で、次のレジストリを開く。 

HKEY_LOCHKEY_LOCHKEY_LOCHKEY_LOCAL_MACHINEAL_MACHINEAL_MACHINEAL_MACHINE\\\\SYSTEMSYSTEMSYSTEMSYSTEM\\\\ControlSet001ControlSet001ControlSet001ControlSet001\\\\ControlControlControlControl\\\\Session ManagerSession ManagerSession ManagerSession Manager\\\\    

Memory ManagementMemory ManagementMemory ManagementMemory Management    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 〔〔〔〔LargeSystemCacheLargeSystemCacheLargeSystemCacheLargeSystemCache〕〕〕〕をダブルクリックする。 

 

 

5. 〔〔〔〔DWORDDWORDDWORDDWORD 値値値値のののの編集編集編集編集〕〕〕〕の〔〔〔〔値値値値のののの名前名前名前名前((((NNNN))))::::〕〕〕〕が「LargeSystemCacheLargeSystemCacheLargeSystemCacheLargeSystemCache」であることを確認し、

〔〔〔〔値値値値ののののデータデータデータデータ((((VVVV):):):):〕〕〕〕に「1111」と入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、〔〔〔〔    OKOKOKOK    〕〕〕〕ボタンボタンボタンボタンをクリックする。 
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6. 〔〔〔〔レジストリエディタレジストリエディタレジストリエディタレジストリエディタ〕〕〕〕のメニューバーから、[ファイルファイルファイルファイル((((FFFF))))]⇒[レジストリエディタレジストリエディタレジストリエディタレジストリエディタ

のののの終了終了終了終了((((XXXX))))]と操作して、〔〔〔〔レジストリエディタレジストリエディタレジストリエディタレジストリエディタ〕〕〕〕を終了する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ この設定は、パソコンを再起動後に有効となります。 

 

レジストリの操作には、パーソナルコンピュータや Microsoft Windows XP について

一定以上の知識が必要となります。 

操作によっては、パーソナルコンピュータや Microsoft Windows XP が正常に動作し

なくなりますので、ご注意下さい。 

 


